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（
電
波
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

施
行
日
前
に
免
許
又
は
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
電
波
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。）

第
二
十
七
条
の
十
八
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
無
線
局
（
広
域
専
用
電
波
（
旧
法
第
百
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す

る
広
域
専
用
電
波
を
い
う
。
次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
使
用
す
る
特
定
無
線
局
（
旧
法
第
二
十
七
条
の

二
に
規
定
す
る
特
定
無
線
局
を
い
い
、
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
無
線
局
に
係
る
も
の
に
限
る
。
次
項
及
び
第
五
項
に

お
い
て
同
じ
。）を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
新
法
第
百
三
条
の
二
第
一
項
、
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
十
五
項
の
規
定

は
、
施
行
日
以
後
最
初
に
到
来
す
る
応
当
日
等
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
応
当
日
（
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い

て
単
に
「
応
当
日
」
と
い
う
。）又
は
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
包
括
免
許
等
の
日
に
応
当
す
る
日
（
次
項
に
お
い
て

「
包
括
免
許
等
応
当
日
」
と
い
う
。）を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）以
後
の
期
間
に
係
る
電
波
利
用
料
に

つ
い
て
適
用
し
、
当
該
応
当
日
等
前
の
期
間
に
係
る
電
波
利
用
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

施
行
日
前
に
包
括
免
許
を
受
け
た
広
域
専
用
電
波
を
使
用
す
る
特
定
無
線
局
に
つ
い
て
の
施
行
日
以
後
最
初
に
到

来
す
る
包
括
免
許
等
応
当
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
旧
法
第
百
三
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
電
波
利
用
料
及
び
当

該
特
定
無
線
局
に
つ
い
て
の
同
条
第
六
項
に
よ
る
届
出
に
係
る
月
が
施
行
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
場
合
に
お

け
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
電
波
利
用
料
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

新
法
第
百
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
電
波
利
用
料
の
金
額
が
旧
法
第
百
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

電
波
利
用
料
の
金
額
に
満
た
な
い
無
線
局
に
係
る
電
波
利
用
料
で
あ
っ
て
、
同
条
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
前
納
さ

れ
た
施
行
日
以
後
最
初
に
到
来
す
る
応
当
日
以
後
の
期
間
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
期
間
に
係
る
新
法
第
百

三
条
の
二
第
一
項
及
び
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
る
電
波
利
用
料
の
金
額
を
超
え
る
部
分
を
還
付
す
る
。

４

新
法
第
百
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
電
波
利
用
料
の
金
額
が
旧
法
第
百
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

電
波
利
用
料
の
金
額
を
超
え
る
無
線
局
に
係
る
電
波
利
用
料
で
あ
っ
て
、
同
条
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
前
納
さ
れ

た
施
行
日
以
後
最
初
に
到
来
す
る
応
当
日
以
後
の
期
間
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
新
法
第
百
三
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
当
該
前
納
に
係
る
期
間
の
う
ち
当
該
応
当
日
以
後
の
各
一
年
の
期
間
に
つ
き
納
付
す
べ
き
こ
と
と
な
る

電
波
利
用
料
に
、
先
に
到
来
す
る
一
年
の
期
間
の
分
か
ら
順
次
充
当
す
る
も
の
と
す
る
。

５

広
域
専
用
電
波
を
使
用
す
る
第
一
号
包
括
免
許
人
（
旧
法
第
二
十
七
条
の
六
第
二
項
に
規
定
す
る
第
一
号
包
括
免

許
人
を
い
う
。）が
旧
法
第
百
三
条
の
二
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
（
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）に
よ
り
広
域
専
用
電
波
を
使
用
す
る
特
定
無
線
局
に
つ
い
て
納
付
し
た
電
波
利
用

料
の
う
ち
施
行
日
以
後
の
期
間
に
係
る
部
分
に
相
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
第
一
号
包
括
免
許
人
が
新
法
第

百
三
条
の
二
第
七
項
又
は
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
電
波
利
用
料
の
一
部
と
し
て
納
付
し
た
も
の
と
み
な

す
。

第
四
条

附
則
第
一
条
第
二
号
に
定
め
る
日
か
ら
同
条
第
三
号
に
定
め
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
は
、
同
条
第
二
号
に
掲

げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
電
波
法
第
三
十
八
条
の
七
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
、
第
三
十

八
条
の
三
十
五
又
は
第
三
十
八
条
の
四
十
四
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
、「
又
は
第
三
十
八
条
の
三
十
五
」
と
す
る
。

第
五
章
を
削
る
。

第
四
章
第
二
節
中
第
二
十
四
条
を
第
二
十
七
条
と
す
る
。

第
二
十
三
条
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
六
条
と
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
三
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
す
る
。

第
四
章
第
一
節
中
第
二
十
一
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
二
十
条
中
「
第
二
十
四
条
」
を
「
第
二
十
七
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

第
十
九
条
中
「
第
八
条
第
一
項
、
第
十
条
第
一
項
、
第
十
一
条
、
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
三
条
」
を「
第
九
条
、

第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
十
二
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
」
に
、「
ゆ
だ
ね
る
」
を
「
委
ね
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十

二
条
と
す
る
。

第
三
章
第
二
節
中
第
十
八
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
十
七
条
中
「
啓
も
う
宣
伝
」
を
「
啓
発
活
動
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加

え
る
。

（
事
業
主
等
に
対
す
る
援
助
）

第
十
九
条

国
は
、
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
の
促
進
そ
の
他
そ
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
短
時
間

労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
、
事
業
主
の
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
て
、
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善

等
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
相
談
及
び
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
五
条

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
六
条

政
府
は
、
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
後
十
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
法
第
三
章

の
二
第
三
節
の
規
定
の
施
行
状
況
に
つ
い
て
電
波
の
監
督
管
理
の
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
特
定
機
器
に
係
る
適
合
性
評
価
手
続
の
結
果
の
外
国
と
の
相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

特
定
機
器
に
係
る
適
合
性
評
価
手
続
の
結
果
の
外
国
と
の
相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
中
「
、
第
三
十
八
条
の
七
第
二
項
及
び
第
三
項
」
を
「
、
第
三
十
八
条
の
七
第
三
項
及
び
第
四
項
」

に
改
め
、「
第
三
十
八
条
の
三
十
第
四
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
八
条
の
四
十
四
第
三
項
」
を
加
え
、「
第
百
三
条
の
二

第
十
一
項
及
び
第
十
七
項
か
ら
第
四
十
二
項
ま
で
」
を
「
第
百
三
条
の
二
第
十
三
項
及
び
第
二
十
項
か
ら
第
四
十
五

項
ま
で
」
に
、「
第
三
十
八
条
の
七
第
二
項
及
び
第
三
項
中
」
を
「
第
三
十
八
条
の
七
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第

三
十
八
条
の
四
十
四
第
三
項
中
」
に
、「
第
百
三
条
の
二
第
十
一
項
中
」
を
「
第
百
三
条
の
二
第
十
三
項
中
」
に
改
め

る
。

（
特
定
機
器
に
係
る
適
合
性
評
価
手
続
の
結
果
の
外
国
と
の
相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う

経
過
措
置
）

第
八
条

附
則
第
一
条
第
二
号
に
定
め
る
日
か
ら
同
条
第
三
号
に
定
め
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
は
、
前
条
に
よ
る
改
正

後
の
特
定
機
器
に
係
る
適
合
性
評
価
手
続
の
結
果
の
外
国
と
の
相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る
法
律
第
三
十
四
条
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中「
第
三
十
八
条
の
七
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
三
十
八
条
の
四
十
四
第
三
項
」

と
あ
る
の
は
、「
第
三
十
八
条
の
七
第
三
項
及
び
第
四
項
」
と
す
る
。

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
二
十
七
号

短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
五
年
法
律
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
六
条
」
を
「
第
十
八
条
」
に
、「
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
等
に
関
す
る
措
置
（
第
十
七
条
・
第
十

八
条
）」を
「
事
業
主
等
に
対
す
る
国
の
援
助
等
（
第
十
九
条
e

第
二
十
一
条
）」に
、「
第
十
九
条
e

第
二
十
一
条
」を「
第

二
十
二
条
e

第
二
十
四
条
」
に
、「
第
二
十
二
条
e

第
二
十
四
条
」
を
「
第
二
十
五
条
e

第
二
十
七
条
」
に
改
め
、「
第
五

章

短
時
間
労
働
援
助
セ
ン
タ
ー
（
第
二
十
五
条
e

第
四
十
一
条
）」を
削
り
、「
第
六
章
」
を
「
第
五
章
」
に
、「
第
四
十

二
条
e

第
四
十
七
条
」
を
「
第
二
十
八
条
e

第
三
十
一
条
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
も
の
（
次
項
」
の
下
に
「
及
び
第
十
四
条
第
一
項
」
を
加
え
る
。
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